
令和２年度（2020年度）学校評価 

     

学校園名 宝塚市立   安 倉  幼稚園 校園長名 吉田 ゆかり 

１ 学校教育目標 

【教育目標】心身ともにたくましい幼児の育成 

【研究主題】 「やる気・本気・根気 あきらめない心を培う保育実践」 

        ～幼児の育ちと学びをつなげる幼小接続をめざして～ 

２ 重点目標 

○ 豊かな体験が広がる保育の充実をめざす 

○ 家庭・地域と共に育ち合う幼稚園づくりをめざす 

○ 心豊かな教師集団づくりを進め、教師の資質向上をめざす 

３ 学校自己評価結果（A：優れている B：良い C：おおむね良好 D：要改善） 
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学校の取組状況・改善の方策 

４ 評価項目ごとの 
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○ 家庭や地域への情報 

 発信を行う。 

 

 

  

 

 

B 

〇 今年度は参観やけやきタイム等の機
会をもちにくく、例年に比べて子どもた
ちの様子を伝えにくかった。そのため、
写真や連絡帳クラスだよりで子どもた
ちの様子を伝えるようにした。 

〇 ホームページの更新があまりできな
かったので、活用をしていく。 

 〇 今年度は地域との交流が難しか

ったと思うが、できる形を見付け

て地域に出かけ、地域の行事への

参加を促すなど継続して取り組ん

でほしい。 

〇 今の時代はやはりホームページ

の利用が必要である。在園児保護

者にとどまらず未就園児保護者へ

のお知らせなど広く活用して幼稚

園を知ってもらえるようにしてほ

しい。 

○ 幼児の体験が豊かに広 

がるように地域のよさを
取り入れた保育を進める。 
 

 

B 

〇 地域の方に、安倉音頭や太鼓を教えて
いただくなど、交流の機会はもてなかっ
たが、子どもたちには地域の伝統とし
て、保育の中に取り入れ伝えていくこと
ができた。 
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○ 幼児の成長を中心に据
え、親と子の育ちの場とし
ての役割を果たす。 

 

 

 

 

B 

〇 参観などで子どもの姿を見ていただ
く機会は少なかったが、運動的な遊びや
楽器遊び、表現遊びなど子どもたちの成
長での節目となる機会には、密を避けな
がら見てもらえるように努めた。また、
日々必要に応じて、個々に子どもの姿を
伝えて、家庭と共有できるように努め
た。 

 〇 3 歳児をどのように過ごすかが

幼稚園選びのポイントとなる。今

年度は制限があったが、園庭開放

などで、未就園児の保護者同士が

知り合えるきっかけをつくるとよ

い。 

〇 未就園児教室の開催時期など予

定などが早めに分かれば地域の広

報誌に載せることもできるので活

用するとよい。 

○ 未就園児親子への支援
を行うための保育の場を
提供する。 

  

C 

〇 未就園児保育について回数は少なか
ったが、行うことができた。未就園児の
遊びの場の提供やつながりを持つきっ
かけ作りが必要であるので、感染防止対
策を講じながら、継続して行っていく。 
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○ 危機管理マニュアルに
そった定期的な訓練、安全
対策を行う。 

 B 

〇 避難訓練は、例年より回数は少なかっ
たが、子どもたちに伝えたいポイントを
明確にしながら行うことができた。 

〇 通園については、交通ルールやマナー
など手紙や降園指導で伝えていくよう
にした。安全への意識が継続できるよ
う、啓発を続けていく必要がある。 

〇 避難訓練は継続して行ってほし

い。 

〇 保護者向けの安全意識の啓発

は、年度当初だけでなく、学期ご

とに手紙を出すなどすることで、

安全への意識が継続するのではな

いか。 
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○ 教師間で、幼児の育ちに
ついて話し合う機会をも
つと共に、研修での学びを
通して幼児理解に努める。 

B 

〇 日々幼児の姿を通して、個や学級の実
態に合った保育が進められるよう考え
合うことができた。 

 

〇 先生たちの研修は必要なことで

ある。 

預かり保育との兼ね合いもある

と思うが、早めに予定を知らせる

などして、保護者に協力してもら

い研究・研修をするのが子どもた

ちに返っていくことである。 

 

○ 一人一人が課題を明ら 

 かにし、自己の課題を意識 

しながら保育に取り組み
行事や学期ごとに自己点
検に努める。 

B 

〇 教師それぞれの課題を意識しながら、
研究会やそこで学んだことを保育に活
かせるように努めた。 

〇 指導計画に基づきながら保育の振り
返りを行い、次の保育への課題を明確に
して取り組むことができた。 
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○ 幼児の興味や関心に基
づき、主体的に根気強く取
り組めるような保育内容
を工夫する。 

 

 

 

B 

〇 密を避けるために、子ども同士のかか
わりの面で少し制限される面があった
が、幼児の興味に沿った遊びや、友達と
考え合う経験ができるように環境をつ
くっていった。 

〇 あくらっこタイムは継続して行い、が
んばり表を作成して、スモールステップ
で達成感を味わいながら取り組めるよ
うにした。子どもたちは、できなかった
ことができるようになることに喜びを
感じながら取り組むことができた。 

〇 4歳児も難しいと感じていることも、
日々取り組む時間をもつことで、進んで
やろうとする姿が見られるようになっ
た。 

〇 安倉幼稚園の園庭の広さを生か

してのあくらっこタイムはぜひ続

けて行ってほしい。 

  毎日少しずつでも続けてするこ

とに意味があり、多様な動きを取

り入れた活動を行い、子どもたち

の体幹を鍛えてほしい。 
○ 「あくらっこタイム」を
通して幼児が自分なりの
目当てを達成できる取り
組みを行う。 

B 
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○ 挨拶や身辺整理、手洗い
等をはじめ、園生活全般を
通して、新しい生活様式を
踏まえた基本的生活習慣
を育成する。 

A 

〇 新しい生活様式など市のマニュアル
に沿って、手洗い、うがい、消毒や衛生
面のマナーなど繰り返し丁寧に伝えた
り、保健指導で教えたりした。子どもた
ちもなぜするのか意味を分かって取り
組んでおり、進んで行えるようになって
きている。 

〇 あくらっこフェスタでは手洗い
のダンスを取り入れていて、必要
な生活習慣を流行を取り入れなが
らしたことで、保護者への啓発に
もなったのではないか。 

〇 日常生活の中で、子どもたちに
手洗い、うがい、消毒などの習慣
はよく身についていた。 

〇 優しい言葉、きれいな言葉への
意識が自然と身につくように、幼
児期から意識してほしい。それに
は大人（保護者も含めて）の言葉
の掛け方が重要である。 

○ 葛藤やトラブルを乗り
越える体験ができるよう
な場や機会を逃さず、あき
らめない心の育成に努め
る。 

B 

〇 子ども同士のトラブルなどは、なるべ
くその場で時間を取り互いの思いを伝
え合えるようにした。また、学級で考え
合う場をもつなど、一人一人の思いを出
せるように支えた。今後も機会をとらえ
て、自分に置き換えて考えられるよう取
り組みを続ける。 
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○ 保・幼・小・中・養護学 

校と交流の意義や具体的 

な進め方について話し合
う場をもち、教師間で共通
理解した上で、交流を行
う。 

B 

〇 今年度は幼児と児童、生徒の交流の機
会をもつことは難しかったが、隣接校の
教師とは情報を交換したり、小学校の先
生に来ていただいて話をしてもらった
りする機会をもつことができた。次年度
も状況に応じて出来ることを進める。 

〇 難しい状況があったと思うが、

今後も小学校との連携は継続して

ほしい。小学校とのつながりを少

しでももてたのはよかった。 
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○ 幼児期の特性を踏まえ 

体験を通して幼児期にふ
さわしい人権意識の育成
に努める。 B 

〇 日々の生活の中で起こった出来事を
振り返り、互いの気持ちや自分ならどう
するか、どう感じるかなど考えることが
できた。また、絵本などの教材を利用し
て、様々な場面について考える機会をも
った。次年度も引き続き取り組む。 

〇 幼児が友達との生活の中で、コ

ミュニケーションをどのようにと

っていったらよいか学んでいくこ

とが大切である。先生が間に入り

ながら、望ましいコミュニケーシ

ョンのあり方を身に着けていって

ほしい。 
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○ 幼児一人一人の課題を
明確にし、教職員全員で共
通理解を図り、指導を工夫
する。 

 

 
B 

〇 個別の指導計画を作成し、職員全体で
手立てを共通理解しながら支援できる
ように努めた。また、学期ごとに子ども
の実態と課題の捉え方や支援のあり方
について指導を受ける機会をもち、日々
の支援に活かせるようにした。 

〇 保護者には園での様子を伝えながら、
行事を含めた遊びへの取り組みについ
て伝え、保護者の願いを受け止めると共
に、理解や協力を得られるようにする。 

〇 個々の成長に合ったかかわり方

が大切である。 

  今後も一人一人に合った指導を

継続してほしい。 

防
災
教
育 

○ 様々な事態を想定した 

 避難訓練等に取り組む機
会を通し、教師の防災教育
に係る指導力・実践力の向
上に努める。 

B 

〇 子どもの発達を考えながら、非常時の
想定を少しずつ変えて訓練を行った。時
期により子どもたちの動きや誘導の仕
方が異なることを改めて実感した。 

〇 教師の防災意識を高めるという

思いで取り組むことが大切であ

る。安全のために必要なことなの

で今後も取り組んでほしい。 

５ 学校評価の実施方法についての学校関係者評価 

〇 保護者へのアンケートを取りそれをもとに評価をしているので、このやり方でよい。 

６ 総合的な学校関係者評価 

〇 今大事にしていることを継続し、子どもたちにとって大切なことは何かを心にとめながら、今後も安倉幼稚園らしい教育を進め

てほしい。 

 


